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平成22年６月14日 

各  位 

会 社 名  日 本 ア ン テ ナ 株 式 会 社    

代表者名  代表取締役社長  瀧  澤  豊 

         (ＪＡＳＤＡＱ・コード６９３０） 

問合せ先  管理副本部長  清 水 重 三 

電  話  ０３－３８９３－５２２１     

 

（訂正・数値データ訂正あり）「平成22年３月期  決算短信」の一部訂正について 

 

 平成22年５月20日に発表いたしました「平成22年３月期 決算短信」の記載について一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いた

します。 

 なお、訂正箇所は下線を付して表示しております。 

 

記 

 

１． 訂正箇所 

 

<１ページ> 

【訂正前】 

１．平成22年３月期の連結業績（平成21年４月１日 ～ 平成22年３月31日） 

(1) 連結経営成績                                               （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益      経常利益      当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

22年３月期 28,482 1.9 2,228 114.6 2,253 141.6 1,202 －

21年３月期 27,952 △12.6 1,038 △36.5 933 △48.7 △338 －

 

 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

潜在株式調整後
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円    銭 円    銭 ％ ％ ％

22年３月期 90 61 - 5.7 7.8 7.8

21年３月期 △25 08 - △1.6 3.4 3.7

（参考）持分法投資損益 22年３月期 －百万円  21年３月期 －百万円 

 

【訂正後】 

１．平成22年３月期の連結業績（平成21年４月１日 ～ 平成22年３月31日） 

(1) 連結経営成績                                               （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益      経常利益      当期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

22年３月期 28,482 1.9 2,228 114.6 2,252 141.5 1,201 －

21年３月期 27,952 △12.6 1,038 △36.5 933 △48.7 △338 －

 

 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

潜在株式調整後
１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円    銭 円    銭 ％ ％ ％

22年３月期 90 53 - 5.7 7.8 7.8

21年３月期 △25 08 - △1.6 3.4 3.7

（参考）持分法投資損益 22年３月期 －百万円  21年３月期 －百万円 
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<１ページ> 

【訂正前】 

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期 

連結累計期間 
13,400 11.3 860 276.8 860 285.5 450 345.7 33 92

通   期 29,000 1.8 2,300 3.2 2,300 2.0 1,250 4.0 94 22

 

【訂正後】 

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期 

連結累計期間 
13,400 11.3 860 276.8 860 285.5 450 345.7 33 92

通   期 29,000 1.8 2,300 3.2 2,300 2.1 1,250 4.1 94 22

 

<３ページ> 

１．経営成績 

(1）経営成績に関する分析 

【訂正前】 【訂正後】 

（省略） 

以上の様な結果、当連結会計年度の売上高は 28,482 百万円(前
年同期比1.9％増)となり、営業利益は2,228百万円（同114.6％増）、

経常利益は2,253百万円(同141.6％増)、当期純利益につきまして

は、1,202百万円(前年同期は338百万円の損失)となりました。 
（省略） 

（省略） 

以上の様な結果、当連結会計年度の売上高は 28,482 百万円(前
年同期比1.9％増)となり、営業利益は2,228百万円（同114.6％増）、

経常利益は2,252百万円(同141.5％増)、当期純利益につきまして

は、1,201百万円(前年同期は338百万円の損失)となりました。 
（省略） 

 

<４ページ> 

（次期の見通し） 

【訂正前】 【訂正後】 

（省略） 

なお、現時点での平成23年3月期の通期業績見通しについては、

次のとおりです。（括弧内は対前期比） 

 

（連結） 

（省略） 

経常利益   ２，３００百万円 （ ２．０％増） 

当期純利益  １，２５０百万円 （ ４．０％増） 

（省略） 

なお、現時点での平成23年3月期の通期業績見通しについては、

次のとおりです。（括弧内は対前期比） 

 

（連結） 

（省略） 

経常利益   ２，３００百万円 （ ２．１％増） 

当期純利益  １，２５０百万円 （ ４．１％増） 

 

<５ページ> 

１．経営成績 

(2）財政状態に関する分析 

② キャッシュ・フローの状況 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

【訂正前】 【訂正後】 

（省略） 

これは主に、税金等調整前当期純利益が 2,006 百万円となった

ことや、減価償却費、たな卸資産の減少、仕入債務の増加等によ

る増加、売掛債権の増加や税金の支払等による減少によるもので

あります。 

（省略） 

これは主に、税金等調整前当期純利益が 2,005 百万円となった

ことや、減価償却費、たな卸資産の減少、仕入債務の増加等によ

る増加、売掛債権の増加や税金の支払等による減少によるもので

あります。 
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<10ページ> 

４．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

（単位：千円） 

【訂正前】 【訂正後】  

当連結会計年度 

(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成22年３月31日) 

（省略） 

純資産の部   

株主資本 

（省略） 

利益剰余金 11,503,636 11,502,637

（省略）  

株主資本合計 21,710,348 21,709,350

評価・換算差額等   

（省略）   

   為替換算調整勘定 △263,667 △262,669

   評価・換算差額等合計 △97,398 △96,399

（省略）   

 

<11、12ページ> 

４．連結財務諸表 

（２）連結損益計算書 

（単位：千円） 

【訂正前】 【訂正後】  

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日) 

（省略） 

営業外収益   

（省略） 

その他 78,856 77,858

営業外収益合計 140,632 139,634

（省略）   

経常利益 2,253,824 2,252,825

（省略）  

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△） 2,006,841 2,005,842

（省略） 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,202,081 1,201,082
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<13、14ページ> 

４．連結財務諸表 

（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円） 

【訂正前】 【訂正後】 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

（省略） 

利益剰余金   

（省略） 

当期変動額   

（省略） 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,202,081 1,201,082

（省略） 

当期変動額合計 923,463 922,464

当期末残高 11,503,636 11,502,637

（省略）   

株主資本合計   

（省略） 

当期変動額   

（省略） 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,202,081 1,201,082

（省略） 

当期変動額合計 923,316 922,318

当期末残高 21,710,348 21,709,350
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（単位：千円） 

【訂正前】 【訂正後】 

 当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

評価・換算差額等   

（省略）   

為替換算調整勘定   

（省略） 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 34,381 35,379

当期変動額合計 34,381 35,379

当期末残高 △263,667 △262,669

評価・換算差額等合計   

（省略） 

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 100,514 101,512

当期変動額合計 100,514 101,512

当期末残高 △97,398 △96,399

純資産合計   

（省略） 

当期変動額   

（省略） 

当期純利益又は当期純損失（△） 1,202,081 1,201,082

（省略） 

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 100,514 101,512

当期変動額合計 △1,023,831 1,023,831

（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 
 

<15ページ> 

４．連結財務諸表 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

【訂正前】 【訂正後】 

 当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△） 2,006,841 2,005,842

（省略） 

その他 179,585 180,583

（省略） 

 

<23ページ> 

４．連結財務諸表 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

【訂正前】 【訂正後】 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（省略） （省略） 

（退職給付に係る会計基準の一部改正（その３）の適用） 

 当連結会計年度より、「退職給付に係る会計基準」の一部改正

（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日」）

を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

（退職給付に係る会計基準の一部改正（その３）の適用） 

 当連結会計年度より、「「退職給付に係る会計基準」の一部改

正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日」）

を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

（省略） （省略） 

 

<24ページ> 

４．連結財務諸表 

注記事項 

（連結損益計算書関係） 

【訂正前】 【訂正後】 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（省略） （省略） 

  

※３ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。 

  固定資産売却損 

※３ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。 

  固定資産売却損 

建物及び構築物 7,149千円

（省略）  

土地 9,431  

建物及び構築物 10,290千円

（省略）  

土地 6,291  

 固定資産除却損 

（省略） 

工具器具備品 8,272 

（省略）   

 固定資産除却損 

（省略） 

工具器具備品 8,232 

ソフトウェア 40 

（省略）   
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<31ページ> 

４．連結財務諸表 

注記事項 

（セグメント情報） 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

【訂正前】 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日）   
製品製造事業

（千円） 

工事事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連結（千円）

  （省略）  

Ⅱ． 
資産、減価償却費、減損損失及び資本

的支出 
          

  資産 15,283,108 3,322,286 18,605,395 11,983,602 30,588,998

  （省略）  

 

【訂正後】 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日）   
製品製造事業

（千円） 

工事事業 

（千円） 
計（千円） 

消去又は全社

（千円） 
連結（千円）

  （省略）  

Ⅱ． 
資産、減価償却費、減損損失及び資本

的支出 
          

  資産 12,216,043 3,322,286 15,538,330 15,050,668 30,588,998

  （省略）  

 

<32ページ> 

４．連結財務諸表 

注記事項 

（セグメント情報） 

ａ．事業の種類別セグメント情報 

（注） 

【訂正前】 【訂正後】 

（省略） （省略） 

４．前連結会計年度及び当連結会計年度における資産のうち消去又

は全社の項目に含めた全社資産の金額は12,942,281千円及び

11,983,602千円であり、その主なものは、当社での余資運用資

金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係

る資産等であります。 

４．前連結会計年度及び当連結会計年度における資産のうち消去又

は全社の項目に含めた全社資産の金額は12,942,281千円及び

15,050,668千円であり、その主なものは、当社での余資運用資

金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係

る資産等であります。 

（省略） （省略） 
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<34ページ> 

４．連結財務諸表 

注記事項 

（セグメント情報） 

ｂ．所在地別セグメント情報 

（注） 

【訂正前】 【訂正後】 

（省略） （省略） 

４．前連結会計年度及び当連結会計年度における資産のうち消去又

は全社の項目に含めた全社資産の金額は12,942,281千円及び

11,983,602千円であり、その主なものは、当社での余資運用資

金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係

る資産等であります。 

４．前連結会計年度及び当連結会計年度における資産のうち消去又

は全社の項目に含めた全社資産の金額は12,942,281千円及び

15,050,668千円であり、その主なものは、当社での余資運用資

金（現金）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係

る資産等であります。 

（省略） （省略） 

 

<36ページ> 

４．連結財務諸表 

注記事項 

（１株当たり情報） 

【訂正前】 【訂正後】 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（省略） （省略） 

１株当たり当期純利益           90円61銭 １株当たり当期純利益           90円53銭 

（省略） （省略） 

（注）１．１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

【訂正前】 【訂正後】  

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） 1,202,081 1,201,082 

 
（省略） （省略） 

 普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）

（千円） 

1,202,081 1,201,082 

 （省略） （省略） 
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<49ページ> 

５．個別財務諸表 

会計処理方法の変更 

【訂正前】 【訂正後】 

当事業年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当事業年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（省略） （省略） 

（退職給付に係る会計基準の一部改正（その３）の適用） 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記

載のとおり、当事業年度より、「退職給付に係る会計基準」の一部

改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日」）

を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。

（退職給付に係る会計基準の一部改正（その３）の適用） 

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載

のとおり、当事業年度より、「「退職給付に係る会計基準」の一部

改正（その３）」（企業会計基準第19号 平成20年７月31日」）

を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の適用） 

（省略）当連結会計年度に着手した工事契約から、当事業年度末ま

での進捗部分について成果の確実性が認められる工事については

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の

工事については工事完成基準を適用しております。 これによる当

事業年度の売上高及び損益に与える影響はありません。 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の適用） 

（省略）当事業年度に着手した工事契約から、当事業年度末までの

進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。 これによる当事業

年度の売上高及び損益に与える影響はありません。  
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５．個別財務諸表 

注記事項 

（損益計算書関係） 

【訂正前】 【訂正後】 

当事業年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当事業年度 

（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（省略） （省略） 

※５ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。 

  固定資産売却損 

※５ 固定資産処分損の内容は次のとおりであります。 

  固定資産売却損 

建物 7,149千円

（省略）  

土地 9,431  

建物 10,290千円

（省略）  

土地 6,291  

（省略） （省略） 

以上 


